
第　4　号部．l：凝摘いに　し風潮射

お
知
ら
せ

望
l
－
　
也
T
l
　
協
丁
－

◎
大
阪
府
内
で
開
催
さ
れ
る
展
示
・

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

情
報
を
い
ち
は
や
く
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

莞
十
四
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会

五
世
紀
に
お
け
る
政
治
的
・
社
会
的

変
化
の
具
体
相

ロ
ー
ロ
不
定
期
連
載
コ
■
コ

摂
津
市
域
の
蒔

摂
沖
市
城
に
は
現
在
、

五
つ
の
埋

銭
文
化
財
包
殺
地
（
遺
跡
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
漸
次
こ
れ

ら
の
追
跡
に
つ
い
て
縮
介
し
て
い

‥
き
ま
す
。

薄板
一、i…．
押．ヽ・暮　　　 J

－

J

く 曜 ≡喜．，ご一死

／

＼ レ

1

【
所
在
】
　
千
里
丘
三
丁
目

【
種
類
】
　
寺
院
跡

【
時
代
】
　
奈
良
時
代
後
期

（
大
阪
府
文
化
財
地
名
表
よ
り
）

◎
平
成
九
年
度
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、

ま
だ
ま
だ
断
片
的
で
す
が
蜂
前
寺

が
建
立
さ
れ
る
以
前
の
古
墳
時
代

の
状
況
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
周
辺
地
域
の
調
査

よ
り
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

苫
　
　
き
…
七
パ
三
十
日
か
ら

十
一
月
二
十
四
日
ま
で

ど
　
こ
．
る
　
千
里
万
博
公
園
内

国
立
民
族
学
樽
物
館

闇
臨
時
儲

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

環
∵
飽
、
‥
．
凰

毎
週
水
曜
日
　
（
九
月
二
十
三
日
は

開
館
、
翌
日
は
休
館
）

罰
‥
飽
‥
糾

お
と
な
　
t
一
〇
〇
円

高
大
生
　
　
六
五
〇
円

小
中
生
　
　
三
五
〇
円

※
常
設
展
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

℡
　
〇
六
－
八
七
六
－
二
一
五
一

官
．
魯

八
月
∴
十
九
日
・
卜
時
か
ら
卜
八
時

八
月
∵
一
十
日
・
九
畔
川
上
八
分
か
ら

ト
∴
h
H

寺
二
十
分

ど
こ
ろ
‖
北
岡
．
r
日
．
十
日

藤
井
＃
市
民
総
人
目
会
鮒
人
ホ
ー
ル

開
専

五
世
紀
は
古
墳
時
代
中
州
に
属
し

ま
す
。
こ
の
時
代
に
は
古
市
・
〃
舌

鳥
古
墳
癖
に
代
点
さ
れ
る
よ
う
な
人

里
の
古
墳
が
築
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

人
里
古
墳
が
築
か
れ
る
政
治
的
∵
社

会
的
所
以
に
せ
ま
り
ま
す
。

撃
∴
肌
刹

無
料
。
当
日
資
料
代
が
必
要
で
す
。

※
毎
回
、
一
般
の
方
々
も
多
数
参
加

さ
れ
る
研
究
集
会
で
す
。
皆
様
方

の
ご
乗
場
を
お
待
し
て
い
ま
す
。

℡
〇
七
二
九
－
三
九
－
七
〇
一
J
O

′
▲
翫
l
▲
勒
l
▲
勒



2

お
じ
ご
ん
●
荏
あ
ぺ
J
ん
に
甲
妄
し
た

摂
津
市
域
　
葛
t
遥
　
習
1
h
監
苅
田
錮
ク
≠
易

そ
の
ぺ
　
「
遠
足
な
ど
学
校
生
活
」

人
山三
か
ら
昭
和
初
期

頸トト戯い膵こい・に　し　え　轟・＝

昔
の
学
校

・
小
や
校
6
年
　
（
義
務
教
育
）
　
を

林
業
す
る
と
、
高
等
小
学
校
　
（
高

等
科
、
2
隼
問
）
ま
た
は
中
学
校

人
女
や
校
）
　
に
進
学
し
ま
し
た
。

・
中
学
校
に
進
学
す
る
の
は
ご
く

第　4　号

一
初
め
て
学
校
ら
し
く
出
来
た
鳥
飼

小
学
校
　
（
大
正
三
年
三
月
撮
影
）

わ
ず
か
　
（
ほ
と
ん
ど
勉
強
の
で
き

る
地
主
の
r
）
　
で
、
女
の
子
の
場

合
は
高
等
小
学
校
に
も
行
か
せ
て

も
ら
え
な
い
子
が
け
っ
こ
う
多
く

い
ま
し
た
っ

先
生

∴
7
校
の
先
生
は
、
人
′
の
先
生
よ

り
ず
っ
と
権
威
が
あ
り
　
「
先
生
の

言
わ
れ
る
こ
と
は
何
で
も
信
じ
た

ご
　
「
先
生
は
恐
か
っ
た
。
な
に
か

あ
る
と
『
先
生
に
言
う
ぞ
』
と
い

っ
た
ご
な
ど
と
聞
き
ま
し
た
。

遠
足

・
低
学
年
は
地
域
に
よ
っ
て
行
き

先
が
過
っ
た
よ
う
で
す
が
、
高
学

叶
に
な
る
と
同
じ
よ
う
な
所
に
行

き
ま
し
た
。

∴
週
足
と
は
、
遠
い
所
で
も
歩
い

て
行
く
も
の
で
し
た
。
（
左
記
の

う
う
布
引
の
滝
の
み
電
車
）

・
修
学
旅
行
は
、
伊
勢
神
宮
と
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

○
高
槻
三
島
江
の
ヤ
エ
モ
ン
屋
敷

（
桜
の
名
所
）

○
再
．
川
飼
の
藤
森
神
社

〇
一
津
島
の
渡
し
と
こ
う
門

○
柴
島
浄
水
場
（
当
時
『
束
洋
一

の
規
模
』
と
い
わ
れ
た
。
）

○
茨
木
安
戒
の
イ
ポ
水
さ
ん
（
神

功
皇
后
の
史
蹟
）

○
千
里
山
の
遊
園
地

〇
四
条
畷
飯
盛
山

○
島
本
町
桜
井
の
駅
跡
（
楠
木

正
成
父
子
別
れ
の
史
践
）

↑
　
大
正
七
年
発
行

『
尋
常
小
学
校
扇
完
禦
■

○
継
体
天
皇
陵

○
勝
二
尾
寺

○
阿
武
山

○
竜
三
山

○

神

戸

布

引

の

滝

金
屋

り
鐘

ま
の

始
り

の
わ

業
終

：薫

§
「
新
京
阪
（
現
阪
急
）
　
カ
通
っ

た
と
き
　
（
昭
和
3
咋
）
、
『
電
車

見
』
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
普
通
電
車
は
け
楠
、
急
行

は
．
一
柄
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。
」

へ
吠
ト
ド
で
の
聞
き
取
り
か
ら
）

§
「
高
学
年
の
こ
ろ
、
竜
王
山
へ

ハ
カ
マ
を
は
い
て
ゲ
タ
で
行
き
ま

し
た
。
」
　
（
鳥
飼
下
）

§
　
「
遠
足
の
団
体
を
、
淀
川
の
渡

し
舟
で
向
こ
う
へ
渡
す
の
は
た
い

へ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
エ
ン

ジ
ン
の
無
い
カ
イ
の
舟
で
し
た
か

ら
ぅ
一
（
鳥
餌
ド
）

通
学
の
服
装

§
　
「
れ
物
に
帯
を
し
め
て
、
ゲ
タ

を
は
い
て
学
校
に
行
っ
た
の
で
す
。

よ
っ
ぽ
ど
エ
エ
衆
で
な
い
と
、
靴

な
ん
か
は
か
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
申
」
い
と
き
は
ゲ
タ
の
船

に
小
．
が
串
ま
っ
て
、
歩
き
に
く
く

て
困
り
ま
し
た
。
」
　
　
（
鶴
野
〕

プ
ー
ル

§
▼
　
ェ
千
校
に
プ
ー
ル
が
な
か
っ
た

の
で
、
神
崎
川
の
汗
〓
梢
の
∴
虻

へ
水
泳
訓
練
に
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ひ
も
の
付
い
た
柚

子
に
フ
ン
ド
シ
を
入
れ
て
行
き
ま

し
た
。
」
　
（
味
舌
）

則
り
　
（
源
）



第　4　号

前
号
の
『
味
舌
の
村
々
b
の
続
き

渕上叔拍いじしえ∴・十音

味
舌
上
村
　
　
味
舌
郷
五
か
村
の

山
　
つ
。
千
里
丘
陵
の
鋸
に
位
椚
し

集
痛
西
方
を
山
川
川
が
流
れ
て
い

ま
す
。
東
は
坪
井
村
、
西
は
正
雀

川
を
境
に
吾
志
部
郷
裏
打
（
現
吹

日
直
）
に
接
し
て
い
ま
す
。
慶
長

卜
隼
　
（
∵
ハ
○
正
隼
）
　
の
摂
津
㈹

絵
図
に
　
「
上
村
」
と
成
っ
て
お
り

大
和
．
．
．
隼
　
（
－
六
八
∴
咋
）
　
頃
の

摂
津
川
御
料
私
領
村
高
毎
に
よ
り

ま
す
と
、
村
高
正
〇
九
石
余
。
領

主
の
変
遷
は
汁
．
日
時
代
の
初
頭
に

綴
川
日
長
の
弟
長
益
　
（
行
楽
）
　
の

知
行
地
と
な
り
、
昆
益
か
ら
子
の

大
和
戒
餌
鮪
（
の
ち
の
芝
村
藩
）

締
t
長
政
に
誠
ら
れ
た
。
以
後
幕

末
ま
で
同
灘
が
治
め
ま
し
た
。
天

保
卜
両
年
（
一
八
川
三
年
）
　
の
村

明
都
塵
（
関
西
大
学
図
書
館
蔵
）

に
よ
り
ま
す
と
、
隼
責
の
洋
出
し

は
味
舌
ド
材
浜
（
現
在
の
疾
町
）

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
家
数
五
一

二
三
家
は
同
居
）
・
人
数
は
二
三

一
人
、
牛
十
一
頭
、
水
車
小
屋
が

一
軒
あ
り
、
麦
粉
を
ひ
い
て
い
ま

し
た
ご
集
落
は
市
場
・
竹
花
・
中

内
の
三
垣
内
か
ら
な
り
、
中
内
に

は
郷
歳
が
あ
り
．
ま
し
た
。
虚
聞
余

業
と
し
て
、
縄
∴
依
・
延
作
り
や

木
綿
織
の
ほ
か
、
古
手
・
古
道
具

・
古
金
を
商
う
者
が
八
人
い
ま
し

た
。
瓦
家
・
干
鰯
崖
・
質
屋
各
一

軒
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
又
、
六

五
〇
石
の
酒
造
株
が
免
許
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
天
保
の
顎
に
は
休

業
し
て
い
ま
す
。
酒
は
安
永
　
（
M

L
ヒ
二
年
～
八
．
隼
）
　
頃
ま
で
は

造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
用
水
の
六

割
は
・
正
尺
川
か
ら
引
水
し
た
大
池

（
現
在
の
市
場
池
）
・
小
池
に
頻

り
、
残
り
は
山
田
川
の
上
之
題
・

柳
堰
・
砂
馬
場
堰
か
ら
取
水
し
て

い
ま
し
た
が
乳
損
が
ち
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
寺
院
は
金

剛
院
と
尊
称
寺
と
安
楽
寺
が
あ
り

鋲
守
は
須
佐
之
男
命
神
社
。

味
舌
下
村
‥
味
青
郷
玉
か
村
の

一
つ
で
郷
南
端
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
村
の
東
で
境
川
・
茨
木
川
・

沢
良
宜
川
が
安
威
川
に
∵
西
で
安

威
・
神
崎
両
河
川
が
合
流
す
る
と

い
う
き
わ
め
て
低
湿
な
水
害
多
発

地
で
あ
り
ま
し
た
。
村
の
中
央
を

山
田
川
が
流
れ
、
上
手
は
正
吾
等

村
と
接
し
て
、
集
蕗
は
山
相
川
と

茨
木
村
方
面
へ
の
道
が
交
差
す
る

地
域
の
両
側
に
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
「
大
阪
府
全
志
」
　
に
よ
れ
ば

当
村
は
味
舌
天
満
宮
・
明
善
寺
を

創
始
し
た
と
い
う
馬
場
当
次
郎
尚

久
が
、
中
世
末
期
に
味
舌
郷
で
開

い
た
馬
場
前
村
に
始
ま
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
文
禄
三
年
（
一
五

九
四
隼
）
の
太
目
郡
味
舌
之
内
下

村
御
検
地
鵬
に
「
昧
舌
之
内
下
村

」
と
み
え
、
九
五
七
石
余
が
席
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
髄
主
は
味
舌
上

村
と
閉
じ
く
江
戸
時
代
を
通
じ
て

織
田
氏
で
し
た
が
、
流
作
場
の
み

は
幕
府
領
で
、
文
化
七
年
（
一
八

一
〇
年
）
以
降
は
高
槻
♯
鮎
地
美

な
り
ま
し
た
。
天
保
三
年
（
‥
八

三
．
Ⅷ
隼
）
に
は
村
内
の
三
軒
に
川

○
○
石
の
酒
造
株
が
免
許
さ
れ
、

同
…
∴
隼
の
酒
造
〃
回
は
．
九
L
石

で
し
た
。
「
村
は
安
戚
川
の
椚
膵

村
と
し
て
、
そ
の
水
運
に
も
か
か

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
付
で
は
安
威

川
往
来
の
昆
齢
を
所
持
し
、
過
“
＝

方
と
の
間
で
し
ば
し
ば
竹
品
を
起

こ
し
て
お
り
、
人
保
二
年
に
は

竹
村
〓
姓
が
神
崎
川
齢
渡
株
を
江

日
付
（
現
在
火
址
川
l

ズ
）
よ
り
人

手
し
て
い
ま
す
。
＃
院
は
明
詭
∵
イ

と
明
教
＃
が
あ
り
、
現
〃
し
な
い

が
安
兼
J
や
宮
h
寸
の
観
洋
＝
け
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
鋲
守
は
昧
古
人

溝
宮
。
（
つ
づ
く
）

※
平
凡
社
「
大
阪
府
の
地
名
」
よ

h
リ

担
巧
　
（
省
荷
）
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縄
文
昭
代
の
は
じ
ま
り
は
、
土

器
の
川
現
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
っ
純
文
時
代
の
巨
器
の
特
色

は
文
字
ど
う
り
縄
を
抑
し
つ
け
た

装
飾
や
必
要
以
上
に
過
飾
さ
れ
た

日
録
部
（
t
器
の
上
端
の
ふ
ち
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
郎
文
式

土
器
と
い
う
名
称
か
ら
装
飾
に
は

純
だ
け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
実
際
は
、
貝
殻
・
よ
り
糸

川
原
石
・
人
片
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

道
‖
バ
を
仕
っ
て
装
飾
を
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
慮
囲
的
に
文
様
を
す

り
け
し
て
い
る
土
器
も
あ
り
ま
す
。

純
文
式
土
器
は
、
り
本
独
特
で

世
非
的
に
難
例
が
す
く
な
い
と
い

う
析
梢
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
技
術

而
だ
け
で
な
く
そ
の
英
術
的
価
楢

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

突
際
、
博
物
郎
な
ど
で
拙
文
式

t
器
を
日
に
し
ま
し
た
ら
、
そ
の

力
強
い
躍
動
感
に
圧
倒
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
と
な
っ
て

は
、
彼
ら
の
精
神
的
な
心
象
風
景

に
は
直
接
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
約
山
万
隼
の
時

を
こ
え
て
現
代
に
姿
を
あ
ら
わ
し

た
こ
れ
ら
の
土
器
な
ど
の
遺
物
は
、

充
分
に
私
た
ち
の
心
に
彼
ら
の
豊

か
な
心
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

次
回
よ
り
、
三
内
丸
山
追
跡
の

発
掘
調
査
の
成
果
を
中
心
に
、
こ

の
豊
か
な
縄
文
時
代
の
生
活
の
一

端
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
つ
．
つ
く
）

東
㌧
雀
一
二
番
地
に
お
け
る
試

掘
増
発
で
は
、
お
お
き
く
七
眉
に

分
け
ら
れ
る
堆
積
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
ゥ
　
最
下
層
の
河
川
氾
濫
堆
机

と
中
近
世
の
河
川
氾
濫
堆
積
に
は

さ
ま
れ
る
形
で
、
古
墳
時
代
の
堆

積
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
。
¶
時
の
人
々
は
水
辺
で
さ
ま

ざ
ま
な
『
お
ま
つ
り
・
祭
祀
b
を

行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
古
墳
時
代
の
祭
祀
遺
跡
は
仝

同
で
も
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
祭
祀
行
為
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
克
分
に
解
明
さ
．
れ
て
い

ま
せ
ん
ゥ
　
こ
れ
か
ら
も
川
辺
地
域

の
調
査
を
す
す
め
て
い
け
は
そ
の

日
端
が
わ
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

【
え
】
　
円
筒
埴
輪

○
埴
輪
　
（
は
に
わ
）
　
と
・
．
三
日
い
七
、
し

た
ら
人
物
や
動
物
の
形
を
川
心
い
浮

べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
内

で
r
墳
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か

◎

さ

ま

ざ

ま

な

形

の

土

器

（
図
解
考
古
学
辞
典
よ
り
）

土
師
韓
（
は
じ
き
）
　
の
小
型
丸

底
壷
・
高
顔
（
た
か
つ
き
）
・
蟄

（
か
め
）
な
ど
が
ま
と
た
っ
た
状

況
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
は
展
示
レ
て
い
ま
せ
ん
が
小

型
動
物
の
下
顎
の
骨
な
ど
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
地
は
、
現
代
の
山

田
川
に
近
接
す
る
地
域
で
す
。
当

時
も
お
そ
ら
く
近
い
と
こ
ろ
を
川

が
流
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま

け
て
、

く
発
見

の
は
円

で
す
。

ツ
の
底

ぬ
い
た

形
を
し

す
。
○

最
も
多

さ
れ
軋

筒
埴
輪

○
パ
ケ

を
く
り

よ
う
な

て
い
ま

円
筒
帥

輪
は
、
古
墳
に
あ
る
段
の
ザ
机
面

．
や
古
墳
を
め
ぐ
る
描
線
　
（
し
ゅ
う

ご
う
）
　
の
肩
な
ど
に
た
く
さ
ん
配

附
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

担
当
　
（
伊
部
）


